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１．はじめに 

 国土交通省が平成 30 年 3 月 20 日に発表した『建設業働き方改革加速化プログラム』では，「生産性向上に

関する取組」として，「工事書類の作成負担を軽減するため(略)，Iot や新技術の導入等により，施工品質の

向上と省力化を図ります．」とする項目が挙げられている１）．工事書類作成に係る業務は多岐に亘るが，建設

現場では日々様々な資機材の搬入出があり，それに伴う納入伝票の整理および帳票作成にも多大な労力を要し

ているのが実情である．そこで，工事書類作成業務の中から伝票管理業務に着目し，工事現場における伝票管

理を省力化するシステムを開発した．本論では，システム開発及び現場運用状況について報告する． 

 

２．システム概要 

（１）システム構成 

 本システムは，OCR ソフトとデータベースを備えたホスト

PC，伝票を読み取るスキャナで構成される（図-1）． 

（２）伝票読み取り 

 本システムでは，作業所にスキャナとホスト PC を配置する．

スキャナで読み取る伝票から取得するデータは，会社名・車

番・出荷日・材料名・納入（搬出）量である．スキャンデー

タを OCR ソフトで変換して取得する文字データは，ホスト PC

内のデータベースに格納し，材料の種類別に自動で仕分けし

て一覧表示する（図-2）．表示される項目は，読み取ったデー

タのうち，車番・出荷日・材料名・納入（搬出）量である．

スキャンデータから取得した材料名が事前に指定したものと

異なっている場合には警報を発する．このことにより，間違

った材料の使用を防止することが可能となる． 

（３）伝票管理 

本システムでは，読み取った伝票から発注者指定書式の納

入（搬出）数量一覧表を自動作成するほか，納入材料の累計

数量と別途システムから得る消費量を演算して受払簿も作成する．材料の現場在庫が少なくなってきた場合，

工事担当者にお知らせメールを送信し，注文を促す機能も備えた．このことにより，必要な材料の在庫不足を

防止できる． 

 

３．システム運用 

（１）運用工事 

 以下の工事において，本システムの運用を行った． 
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図-1 システム構成 

図-2 伝票一覧表示画面 
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  工事件名：西部バイパス幹線工事 

  発注者名：高松市長 

  工事場所：香川県高松市瀬戸内町～亀岡町（図-3） 

  契約工期：2016 年 9 月 27 日～2020 年 2 月 28 日 

工事内容：浸水被害対策の一環として実施している雨水排水

のバイパス工事 

・泥土圧式シールド 鋼製セグメント外径φ3,800 ㎜， 

掘進延長 1,990m 

・発進立坑 1 基 

（２）運用条件 

 本現場で定常的に発生する伝票の内，発生量の多い掘削残土搬

出伝票を対象に運用を行った．本伝票はノンカーボン製で，現場

控えとなる伝票は複写側のため，文字が薄く読みづら

いものや，爪などによる傷のような線が入ったものも

あった． 

 本現場では，スキャナ 1 台とホスト PC を事務所に配

置した．工事担当者が，現場から退場する残土運搬ダ

ンプから伝票を受け取り，事務所に戻った段階で受領

箱に伝票を入れる．スキャン作業は，事務所に常駐し

ている事務担当者が一日分の伝票をまとめて行った

（図-4）． 

（３）実証結果 

 伝票のスキャン実施後，残土運搬ダンプのデータ（車

番・搬出日時・積込み量）と当日累計搬出土量・工事

累計搬出土量のデータがリアルタイムにサーバへ反映

され，掘削土搬出記録の帳票が自動更新されることを

確認した（図-4，5）． 

 

５．まとめと今後の展開 

現状，建設現場では，日々大量に発生する伝票整理と

帳票作成に多くの時間を費やしている．本システムによ

り，工事担当者でなくても伝票整理と帳票作成を効率良

く実施できることが確認できた．今後は，読み取り不良

や誤読などを改善して認識精度を向上させ，幅広く建設

現場に展開して工事書類作成業務の省力化に寄与した

い．最後に，本システムの導入にあたり，ご指導等を頂

きました高松市度のに謹んでお礼申し上げます． 
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図-4 システム運用フロー 

図-5 自動作成した残土搬出記録帳票 

図-3 工事場所 
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